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中川　充 1）

１．北海道支所から地質調査連携研究体への移行

独立行政法人化による産業技術総合研究所発足に伴い，

2001 年 4 月地質調査所北海道支所は北海道産学官連携セ

ンターの下「北海道地質調査連携研究体」に移行した．初代

体長は太田英
えいじゅん

順．共同研究，技術指導等を通じて地域ニー

ズに対応する研究を遂行するのがミッションであり，具体

的には IT を活用したデジタル地質情報システム開発であ

る（金原，2001）．その一環として，「北海道地質ガイド」

を CD-ROM で出版し，翌 2002 年には第 2 版も作られた．

移行直前の 2000 年 3 月に噴火した有珠山周辺の現地

を訪ねる，全国の高校生を対象としたサイエンスキャン

プ（日本科学技術振興財団主催）を 8 月に開始する（高橋，

2000）．以降， 2007 年まで毎夏に実施した．地質情報の

広報に向け 2002 年には札幌市博物館活動センターを会場

に地質図展を開催した（「北海道の地質図展」開催事務局，

2003）．

産総研の拠点集約化に伴い，2004 年 1 月に札幌駅北の

札幌第１合同庁舎から豊平区月寒東の北海道センターに移

転した．ほぼ同時期に産学官連携窓口として「札幌大通り

サイト」が開設され，その業務に集中させるべく体長を太

田より筆者（中川）が引き継いだ．なお，スペースの縮小に

伴う資試料の整理と情報普及に資するよう，前年に「地質

調査所出版物活用市」を開催している．また，産総研と北

大との包括連携協定が 2005 年 2 月に締結され，地質分野

の調整を担った．

ほぼ，官職指定的な側面が強い「北海道環境審議会温泉

部会専門委員」（2011 年より 8 年間，部会長を務める）も

2006 年より太田から筆者（中川）が引き継ぐことになる

が，組織としての「北海道地質調査連携研究体」は，同年 3

月末で廃止となった．奇しくも同年，「札幌及び周辺部地盤

地質図」CD-ROM が出版された．

２．北海道産学官連携センター

残存３名（１名は 2005 年につくばセンターへ異動，１
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1） 元産総研 北海道センター産学官連携推進室

名は 2009 年に定年退職）は，北海道産学官連携センター

の業務を行いつつ，GSJ 各部署の併任としてこれまでの業

務を縮小継承した．前任の太田より引き継いだ委員系業務

は，「休廃止鉱山鉱害対策委員会」（2009-2022 年），「北海

道地方鉱山保安協議会」（2011-2017 年）などがあり，北海

道立地質研究所外部有識者懇談会メンバー（名称変遷多： 

2008-2022 年）ほかを務めた．

日本地質学会の大会地で巡回開催される地質情報展は

2007 年 9 月に札幌市で開催され（吉田，2009），北海道

立地質研究所などとの企画・調整・連携に尽くした．ま

た，2008 年の「地質の日」記念行事　「ライマンと北海道

の地質」（於：北海道大学総合博物館など）に参画し（在田，

2009），以降，2019 年まで継続的に実施している．さら

に，北海道地質調査業協会 50 周年事業が 2008 年に行わ

れ，GSJ との連携調整を行った．

地質の日普及行事として，2009 年 7 月に根室市民フォー

ラム（七山ほか，2010），2010 年 11 月に浜中町ジオツ

アー，2012 年 11 月に in・BETSUKAI（在田ほか，2013）で

講演した．また，北海道センター一般公開では，特別講演

として，2013， 2015， 2017 年に温泉や石について語り，

例年では岩石鑑定団や地質相談を担当した．

この間に，GSJ 各部署の協力をいただきながら，撤収に

向けての試資料の選択・移管も行った．中でも貴重な戦前

の千島列島調査にかかる資料類や岩石標本類（北海道支所

創設に尽力され三代目支所長の根本忠
ただひろ

寛氏により寄贈され

た）を，それぞれ 2013 年と 2015 年につくばセンターへ移

管した．上記の業務をこなして筆者は 2017 年 3 月に定年

退職した．

３．終わりに

定年退職後も，北海道センター産学官連携推進室（2015

年より改称）のシニアスタッフとして再雇用され，地域

ニーズに応える委員会活動などを継続した．偶然ではある

が，産総研理事長が北海道大学での「地質の日」記念展示を

私事視察し，産総研イントラのコラム中鉢通信「意心伝信」
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北海道産学官連携センター

第 81 回（2017 年 5 月 9 日付）で触れられたことが話題と

なった．

「地質情報展 2018　北海道」の準備に協力するも，北海

道胆振東部地震に見舞われ，翌年 3 月の「地質情報展 2019

北海道」に延期になった（野々垣ほか，2019）．また，足掛

け 15 年の長期にわたり務めた北海道環境審議会温泉部会

専門委員に対し，「温泉関係功労者環境大臣表彰」を授かっ

た（森尻，2019）．

コロナ禍で行動が制限されていた 2020，2021 年，北海

道センターの図書棟閉鎖に伴う資料発掘で支所創設期の写

真が見つかり，GSJ 地質ニュースに「黎明期の北海道支所」

として投稿できたことは幸いであった（中川，2021）．よ

もやこのような形で「撤収期の北海道支所」をまとめること

になるとは思わなかったが．

「GSJ140 周年」の企画に敬意を表するとともに，その

実現に尽力された広報アウトリーチ推進チームのみなさま

に感謝いたします．特に，寄稿依頼の実務と内容の相談に

応じていただいた渡辺真人氏に厚くお礼申し上げます．
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